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■事業の目的
【目的】 ペロブスカイト太陽電池の建材一体形（BIPV）モジュールを中核とした、建築
物として受け入れられる外観、経済性を加味した発電コスト、建築材料として要求される
性能を満たす「開口部向け」の壁面設置太陽光発電システムの開発
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■開発概要と目標
【パナソニックホールディングス】：PVモジュール開発

【早稲田大学】：材料開発

ドーパントフリー新規ホール輸送材料開発

塗布型透明電極材料簡便製造プロセス向けインク

低コストプロセス向け材料開発

溶媒蒸散・結晶成長の
速度・バラツキ改良
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■開発成果①ペロブスカイト・タンデム
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■開発成果②半透明モジュール
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■開発成果③高耐久化技術
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■開発成果④低コスト化技術
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■開発成果⑤その他の成果

①Fujisawa SST(神奈川県)において、モデルハウスのバルコニー一体型のペロブスカイト太陽電
池の実証試験実施。2023年8月から開始し、約2年間顕著な劣化無き事を確認。外観に関す
るお客様からのフィードバック獲得。

②30cm角モジュールの第三者認証効率を17.9%⇒18.1%に向上
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■開発成果（早稲田大学：材料開発）
●HTM開発：20種のHTMを新規合成、チオフェン系HTMで13.9%(ARコートで14.4%)
●簡便プロセス：インキ調整とバーコート塗布で800nm超の質高いペロブスカイト層形成法確立
●塗布型透明導電膜：CNT系インクで透過率86%, シート抵抗42Ω/□

pp p

ワイドギャップセル向け新規HTMの開発

ワイドギャップセル向け簡便塗布プロセスの開発 塗布型透明電膜材料の開発
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■課題と今後の取り組み

・技術面では、①さらなる大面積化(1m超級)プロセス技術の構築および品質・歩留まりの確保
②BIPVで重要視される意匠性や外皮性能を含む品質確保 ③効率的なマスカスタマイゼーショ
ンの構築を推進する

・事業面では、①事業化に必要な社内体制の構築(製造・品質保証・調達等)②システム全体
の設計および施工を推進可能なエンジニアリング会社との連携、③製品企画の深化のため、関連
企業等との協議を推進する

BIPVのサプライチェーン1×1.8mモジュール バルコニーの配線例
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■実用化・事業化の見通し
・高効率な半透明モジュールの特徴を活かし、建材ガラスへの太陽光発電導入を目指
す。初期の市場導入としては、実用化が早いシングルセルを用いて、ZEB実現が比較的
容易な低階層ビルや、環境意識の高い企業・公的建造物への導入から開始（本プロ
ジェクトの半透明化技術、高信頼性技術、低コスト化技術を活用）。その後の市場拡
大として、高効率なタンデムセルを用いてより広い建造物への適用を狙う（本プロジェクト
の高効率タンデムセル技術を活用）

ガラス建材一体型
ペロブスカイト太陽電池

Fujisawa SST(神奈川県)

バルコニー実証試験
CEATECでの展示
(1×1.8mシースルー）
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■実用化・事業化の見通し

超高層ビル 中低層ビル 積雪地域

トップライト 庇・キャノピー

手摺 店舗 ソーラーシェアリング

ルーバー

・ガラスが使われ得る、あらゆる箇所での活用が可能。
まち、くらしに調和する発電ガラスとしての実用化を目指す。
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まち・社会全体でのカーボンニュートラル
社会の実現
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